










2006(平成 18)、2007(平成 19)、2008(平成 20)、2009(平成 21)、2010(平
成22)、2011(平成 23)、2012(平成 24)、2013(平成 25)、2014(平成 26)、






なのである I I」と教示するのは1 」と［いい］「『大中［観］の二の［考え］方を
完全に区分けし了ってから了義を一に集めたもの［たる］海の雲の甚深の雷

















［第 3段落）吉祥［なる]Sakya mchog ldan Dri med legs palJi bloはI意義
の為に飾ってから説いて I [何故ならば］主尊［で］喩伽(3/4)の自在［者た











































であろうか（ご承認する） I I」と［いい］そして1 「勝義［の］菩提［の］最高の



























る］と説示したのであるのであって I [何故ならば］「その識も勝義として 1






























【第 3段落】このことに付いて後のチベット人達が思ったことは 1 中［観］
帰謬派達の修所成智もそれと同様であってI [何故ならば］そこに於いて自
己［による］証悟をのみ否定するけれどもI等引した智の経験する［ように］
















示したが故［に］そして 1 『入［論］』に於いて 1 「知る［ように］為されるべき




















































大円満 rDzogschen [の］心部 Semsphyogsに於いて共許であること等と 1

































く33 >【第 1段落】『呼金剛［続］』［の］根本［と］注釈 !Jbrel/!Jgrel[と］と 1 『時






とによって増益を断じた見解と 1 「そ［の］後で『呼金剛［続］』を教示すべし 1
|」と［いう］ことによって双運する智［と］を修習するべく為されるべき［こと］





























































































(1/2)別された［こと］であるのであって I [何故ならばJYe ses sfin poが 1
「生まれること等を否定したこともII勝の義と一致するが故［に］同意するI

















（第 9段落）然らば： 見解により自己［による］空に確定し了ってから I修
習により他［による］空を実践した時［にJI 聞［学と］思［量と］と実践［と］は














































【第 14段落】それ［がそうである］通りに主尊［者］が 1 『不可思議の教授』








塔ご前で得る教授』 mChodrten drun thob kyi man (2/3) nagと1 『語の自在
［と］著名な大手印』 Naggi dban phyug grags pa/Ji phyag rgya chen po[と］
等［の］迂回路として著名なあらゆる教授に於いて体験する見解が通達される












は心I心は幻I幻は無自性と言う三［項目］と 輪廻と I涅槃と (4/5) 
無別［と］と言う三［項目］と I 顕現と I 空と 1 双運［と］と言う三［項目］と 1
明と I 空と I 双運［と］と言う三［項目との四］組の門から説示したうえI
それ等は主尊［者たる］弥勒の中間の典籍から生起するのであるのであって 1
［何故ならば］如何であれ話(5/6)として： 「所緑に依存し了ってからに於い
てI I」と［いう］ことによって最初の諸［項Hを］そして 1 「無所縁は完全に


























































































やすい名声を沢山［に］具える ldanpa I I Drimed Legs pat:,i blo grosよ、あ












される仏語によってII再々促された悲心の力から生起したI? I (5/6) 
百の福徳の作者［であること］によってII広大な大地を守護する［に］巧みな
I I法王［たる]bKra sis dar rgyasと［いうJI Iご名声が梵天の世界と II 
鉄囲山の間に於いてもII天の鼓［がそうである］通り［に］流布した(6/7)彼
が： ：大いなる福禄の豊饒からII順縁を整わざる無しに完成したII 
Rig byed Nam mkhat:, rdo rjeがII失誤せず明らかに書いたものは何であれ
I I bSam t:,brug dpal ldan [の］弟子として承認されたII (74a7/bl)十で一
によって（＋人一組で？）宜しく彫りなさいII 
何であれこれの管理とマア清浄［と］を為すことをII広大無辺［な］典籍に於












と［いう］ことは大宮殿［たる]Ches rgyal (3/ 4) lhun poで印版に完成し了って
















遍智［者で］第二の勝者［たるJ(1/2) Sakyaの最高 mchog[でJI I有壊［世


















解説するうえ無着 Thogspa med pa[IJi]の仰せは： ：不了［義と］了［義と］を
分けるうえ授記を証得したお方［でlI I無敗［たる］弥勒 Byamspa [!Ji]のご
子息［たる］汝は供奉されるに相応しいII 
吠陀を憶念する舌端に唱え了らず且つ I I帝釈天［たる］敵の耳に侵入
(lb5/2c1l)しない： ：天の上師のお心［たる］湖の如意からII近得［相たる］
無死［の］百味の喜宴を為すべしII 
・79・ 
